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定例会では、町長から提案された議案９件、報告１件、議員提案による
議案１件を審議の結果、原案のとおり可決しました。（審議案件の一覧、
および４～５ページをご覧ください。）
また、町の予算・決算に関する議案等を審議する予算決算常任委員会の
委員を選任し、委員会では正副議長を選出しました。
今後の予算・決算をより掘り下げて審議する体制を構築し、健全な財政
運営の維持を図るよう努めてまいります。

６月定例会を、６月６日から６月13日までの会期で開催しました。

平成30年　６月定例会
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平成30年６月定例会（６月６日～ 13日）の議案審議結果
条例の改正や、町営墓地特別会計補正予算などを審議しました。

議案番号 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 １ 号 野木町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 ２ 号 野木町学童保育室条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 ３ 号
野木町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例

全員賛成 可　決

第 ４ 号 平成30年度野木町営墓地事業特別会計補正予算（第１号） 賛成多数 可　決

第 ５ 号 損害賠償の額の決定及び和解 全員賛成 可　決

第 ６ 号 市町の境界変更について 全員賛成 可　決

第 ７ 号 市町の境界変更に伴う財産処分に関する協議 全員賛成 可　決

第 ８ 号
専決処分事項の承認を求めること（専決第１号）（野木町税条例
の一部を改正する条例）について

全員賛成 可　決

第 ９ 号
専決処分事項の承認を求めること（専決第２号）（野木町国民健
康保険税条例の一部を改正する条例）について

全員賛成 可　決

第10号 「柿沼　守議員に対する辞職勧告決議案」 賛成多数 可　決

議会人事 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

常任委員会
委員の選任 予算決算常任委員会委員の選任 ― ―

お詫びと訂正
議会だより第121号（平成30年５月１日発行）において、以下のとおり掲載内容に不備があり
ましたので、お詫びして訂正いたします。

・４ページ「歳入」表中「平成30年度合計」欄	 （誤） 78億7000万円→（正）77億6000万円
・５ページ会計別予算総括表中「介護保険特別会計」の「比較増減額」
	 （誤）△１億1460万円→（正）１億1460万円
・５ページ会計別予算総括表中「公共下水道特別会計」の「比較増減額」
	 （誤）△１億 531万円→（正）　　 531万円
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本
会
議
に
お
い
て
審
議
し
た
議
案

条
例
の
一
部
改
正

野
木
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
固
定
資
産

税（
償
却
資
産
）に
お
け
る
課
税
標
準
の
特

例
に
関
す
る
項
目
及
び
割
合
の
変
更
等
を

行
な
う
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
。野

木
町
学
童
保
育
室
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

学
童
保
育
を
必
要
と
す
る
家
庭
の
増
加

に
伴
い
、
佐
川
野
学
童
保
育
室
を
増
設
し
、

受
入
れ
児
童
数
を
増
や
す
た
め
、
本
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
。

補

正

予

算

町
営
墓
地
特
別
会
計（
第
１
号
）

歳
出
予
算
の
う
ち
、
予
備
費
4
0
0
万

円
を
減
額
し
、
工
事
費
を
4
0
0
万
円
増

額
す
る
。（
歳
入
予
算
、
及
び
予
算
総
額

4
3
3
9
万
７
千
円
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。）

こ
れ
は
、
降
雨
時
に
墓
地
内
の
一
部
に

雨
水
が
溜
ま
る
こ
と
か
ら
、
排
水
対
策
工

事
を
施
す
た
め
の
予
算
対
応（
補
正
）で
す
。

討

論

（
反
対
）

坂
口　
進
治　
議
員

野
木
町
営
墓
地
工
事
に
つ
い
て
は
、
第

一
期
工
事
で
カ
ロ
ー
ト
の
寸
法
を
変
更
し
、

第
二
期
工
事
で
は
駐
車
場
の
路
盤
の
補
修

工
事
を
行
っ
た
。

ま
た
、
第
三
期
工
事
で
は
こ
れ
ま
で
の

経
験
が
生
か
さ
れ
ず
に
、
カ
ロ
ー
ト
内
の

水
が
抜
け
な
い
と
の
理
由
で
、
新
た
に
排

水
管
の
埋
設
工
事
と
し
て
４
０
０
万
円
の

補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

こ
の
費
用
は
受
益
者
負
担
の
原
則
で
、

使
用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

墓
地
使
用
者
に
説
明
す
べ
き
で
あ
り
、
か

つ
、
責
任
の
所
在
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま

せ
ん
。

損
害
賠
償
額
の
決
定
・
和
解

○
小
山
市
平
和
地
内
に
お
け
る
庁
車
と
一

般
車
両
の
交
通
事
故
に
つ
い
て
、
過
失

割
合
に
応
じ
た
損
害
賠
償
額
を
決
定
し
、

和
解
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

損
害
賠
償
金
額　
89
万
8
3
6
9
円

（
町
か
ら
相
手
方
へ
の
賠
償
）

損
害
賠
償
金
額
12
万
2
5
9
7
円

（
相
手
方
か
ら
町
へ
の
賠
償
）

境

界

変

更

市
町
の
境
界
変
更

県
営
佐
川
南
地
区
土
地
改
良
事
業
の
施

行
に
伴
い
、
野
木
町
と
小
山
市
の
境
界
を

変
更
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

財
産
処
分
に
関
す
る
協
議

市
町
の
境
界
変
更
に
伴
う
財
産

処
分
に
関
す
る
協
議

県
営
佐
川
南
地
区
土
地
改
良
事
業
の
施

行
に
伴
な
う
市
町
の
境
界
変
更
に
よ
り
、

野
木
町
と
小
山
市
の
土
地
を
入
れ
換
え
る

こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

野
木
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
専
決
第
１
号
）

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

平
成
30
年
３
月
31
日
公
布
さ
れ
、
同
年
４

月
１
日
に
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
町
の
税
条
例
も
、
同

様
な
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た

が
、
議
会
を
召
集
す
る
い
と
ま
が
な
い
た

め
、
税
条
例
の
一
部
改
正
を
３
月
31
日
付

け
で
専
決
処
分
し
た
こ
と
を
承
認
し
ま
し

た
。
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国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（
専
決
第
１
号
）

町
税
条
例
の
一
部
改
正
と
同
様
に
、
地

方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
民
県
保

険
税
条
例
も
改
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
が
、
議
会
を
召
集
す
る
い
と
ま
が
な
い

た
め
、
税
条
例
の
一
部
改
正
を
３
月
31
日

付
け
で
専
決
処
分
し
た
こ
と
を
承
認
し
ま

し
た
。報

告

平
成
29
年
度
野
木
町
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書

平
成
29
年
度
予
算
に
計
上
し
た
事
業
に

つ
い
て
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
こ
と
を
３

月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
会
計
補
正
予
算

で
記
載（
明
許
）し
た
こ
と
を
議
決
し
ま
し

た
。年

度
末
を
経
て
、
繰
越
額
の
明
細
が
確

定
し
た
こ
と
に
伴
な
い
、
繰
越
計
算
書
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
案
に
よ
る
議
案

辞
職
勧
告
決
議

柿
沼　
守
議
員
に
対
す
る
議
員

辞
職
勧
告
決
議

「
議
会
報
告
会
に
対
す
る
意
見
書
」に
係

る
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
金
銭
授
受
に

関
す
る
指
摘
を
受
け
た
柿
沼
議
員
に
対
し

「
司
法
の
場
で
自
身
の
潔
白
を
証
明
さ
れ

た
い
」と
し
た
委
員
会
答
申
を
12
月
定
例

会
で
採
択
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
誠
実
な
対
応
を
と
る

努
力
を
怠
り
、
議
決
に
背
を
向
け
る
柿
沼

議
員
の
言
動
が
、
議
会
の
名
誉
と
権
威
を

傷
つ
け
、
町
民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
当
該
議
員
に
対
す
る

辞
職
勧
告
を
３
月
定
例
会
で
決
議
し
ま
し

た
。そ

の
後
も
、
議
決
結
果
を
無
視
す
る
柿

沼
議
員
は
、
議
決
結
果
を
尊
重
す
る
立
場

で
あ
る
議
会
議
員
を
辞
職
す
べ
き
と
し
た

勧
告
決
議
を
６
月
定
例
会
で
は
議
案
と
し

て
可
決
し
ま
し
た
。

討

論

（
反
対
）

宮
﨑
美
知
子　
議
員

私
達
に
何
の
権
限
が
あ
っ
て
、
柿
沼
議

員
を
そ
こ
ま
で
追
い
詰
め
る
の
か
。

柿
沼
守
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議

案
に
強
く
反
対
す
る
。

意
見
書
が
如
何
に
荒
唐
無
稽
な
作
り
話

だ
っ
た
か
。
そ
れ
に
基
づ
く
特
別
委
員
会

設
置
は
誤
り
で
あ
り
、
そ
の
結
論
は
法
律

上
無
効
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。

そ
の
様
な『
意
見
書
』を
司
法
に
訴
え
る

べ
き
と
し
た
特
別
委
決
議
は
、
法
の
常
識

と
か
け
離
れ
て
お
り
、
決
議
を
実
行
し
な

い
こ
と
を
理
由
に
辞
職
勧
告
を
出
し
続
け

る
こ
と
が
議
会
と
し
て
許
さ
れ
る
の
か
。

※
翌
日
、
議
長
は
、「
法
律
上
無
効
で
あ

る
」と
の
発
言
部
分
は
根
拠
が
無
い
と
し

て
、
発
言
訂
正
を
求
め
ま
し
た
。
応
じ
た

宮
﨑
議
員
か
ら
、「
意
見
書
は
、
法
律
上
争

え
る
様
な
も
の
で
は
な
い
事
が
明
白
と

な
っ
た
」と
の
訂
正
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

委

員

の

選

任

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
の

選
任

平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り
設
置
と
な
っ

た
予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
委
員
を
選
任

し
ま
し
た
。

野
木
町
議
会
委
員
会
条
例
の
規
定
に
よ

り
、
委
員
は
議
長
を
除
く
全
議
員
と
な
り

ま
す
。

委
員
会
で
正
副
委
員
長
の
選
出

を
行
っ
た
結
果
、
委
員
長
は
松
本

光
司
委
員
、
副
委
員
長
は
折
原
勝

夫
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

松本光司委員長折原勝夫副委員長

予算決算常任委員会の正副委員長を選任
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６
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

返
礼
品
の
組
み
合
わ
せ
や
体
験
型
の
メ
ニ
ュ
ー
を
追

加
す
る
な
ど
知
恵
を
出
し
た
い

総
務
大
臣
通
知
の
趣
旨
に
沿
っ
た
地
域
資
源
を
再
生

さ
せ
る
と
の
観
点
で
返
礼
品
を
見
直
し
た
ら
ど
う
か

黒川　広　議員

ふ
る
さ
と
納
税
で

町
内
に
寄
付
さ
れ

た
も
の
と
町
外
に
寄
付

さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、

件
数
と
金
額
は
ど
う
か

（
平
成
29
年
度
分
）。

町
内
の
寄
付
は
９

４
６
件
で
２
１
３

３
万
９
千
円
で
あ
り
、

町
外
の
寄
付
は
３
２
５

件
で
２
０
９
７
万
６
千

円
で
あ
る
。

総
務
大
臣
通
知
で

は
、
高
額
な
物
や

他
地
域
の
産
品
な
ど
を

返
礼
品
と
し
な
い
よ
う

求
め
て
い
る
が
、
こ
の

点
を
踏
ま
え
て
、
地
域

資
源
を
再
生
さ
せ
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
返
礼

品
を
見
直
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
か
。

ご
提
案
の
よ
う
な

返
礼
品
の
組
み
合

わ
せ
や
体
験
型
の
メ

ニ
ュ
ー
を
追
加
す
る
な

ど
知
恵
を
出
し
た
い
。

町
外
へ
の
寄
付
額

を
少
な
く
す
る
た

め
、
寄
付
額
の
現
況
や

町
の
財
政
状
況
を
、
町

政
懇
談
会
等
で
町
民
に

訴
え
て
い
く
よ
う
提
案

す
る
。

　

次
に
庁
内
の
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
伺
う
。

　

時
間
外
勤
務
の
削
減

及
び
ノ
ー
残
業
デ
ー
の

徹
底
等
を
図
っ
て
い
る

と
の
回
答
で
あ
る
が
、

個
人
最
大
の
時
間
外
勤

務
数
と
、
休
日
等
の
イ

ベ
ン
ト
対
応
の
状
況
は

ど
う
か
。

平
成
29
年
度
で
月

間
１
９
０
時
間
、

主
な
４
イ
ベ
ン
ト
で
延

べ
２
４
２
人
で
あ
り
、

そ
の
ほ
か
16
イ
ベ
ン
ト

が
あ
っ
た
。

限
ら
れ
た
職
員
数

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

イ
ベ
ン
ト
の
統
合
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
互
協

力
体
制
を
構
築
し
、
職

員
が
本
来
の
業
務
に
専

念
で
き
る
体
制
を
構
築

す
べ
き
だ
。

　

業
務
改
革
等
政
策
立

案
を
促
す
若
手
職
員
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

立
ち
上
げ
と
、
そ
の
際

の
再
雇
用
職
員
の
活
用

を
提
案
す
る
。

若
手
職
員
は
座
学

で
な
く
出
か
け
て

い
っ
て
企
画
立
案
力
を

高
め
る
研
修
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

質問事項
・「ふるさと納税」について
・「働き方改革」について

わが町の返礼品（一例）
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

結
婚 

教
育 

介
護 

福
祉
等
の
総
合
相
談
支
援
窓
口
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

野
木
町
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

小泉　良一　議員

総
合
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

伺
う
。結

婚
、
出
産
、
育

児
、
子
育
て
、
教

育
、
医
療
、
介
護
、
障

が
い
、
福
祉
等
の
総
合

相
談
支
援
窓
口
の
一
本

化
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
各
世
代

間
の
交
流
や
、
健
康
づ

く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り

の
場
と
し
て

も
活
用
し
、

関
係
機
関
、

団
体
等
と
の

連
携
を
図
り

な
が
ら
、
よ

り
効
率
的
で

き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま

す
。

子
育
て
支
援
や
、
保
健

医
療
福
祉
支
援
、
さ
ら

に
、
障
が
い
者
相
談
、

健
康
、
生
き
が
い
づ
く

り
の
支
援
等
に
も
、
対

応
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
し
て
い
き
ま

す
。

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

伺
う
。高

齢
者
の
暮
ら
し

を
地
域
で
支
援
す

る
た
め
の
拠
点
と
し
て

介
護
、
福
祉
、
健
康
、

医
療
な
ど
、
総
合
的
に

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の

暮
ら
し
を
地
域
で
支
援

す
る
施
設
と
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
各
支

援
の
方
向
づ
け
に

つ
い
て
伺
う

現
在
は
３
つ
の
部

会
で
検
討
し
て
お

り
、「
医
療
・
高
齢
・

障
が
い
者
部
会
」
で
は
、

情
報
の
共
有
を
図
り
、

健
康
タ
ウ
ン
に
ふ
さ
わ

し
い
効
果
的
、
効
率
的

な
相
談
窓
口
の
在
り
方

や
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

内
容
な
ど
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
子
育
て
支

援
部
会
」
で
は
、
子
育

て
中
の
親
子
の
交
流
の

場
や
、
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
に
関
連
す
る
各

種
相
談
に
応
じ
ら
れ
る

よ
う
、
支
援
体
制
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
健
康
生
き
が
い
づ

く
り
研
修
部
会
」
で
は
、

健
康
づ
く
り
事
業
、
多

世
代
間
の
交
流
事
業
や

生
き
が
い
づ
く
り
講
座

を
開
催
し
、
地
域
指
導

者
を
養
成
す
る
研
修
な

ど
も
検
討
し
て
お
り
ま

す
。

各
要
望
書
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

過
去
３
年
間
の
要

望
書
は
72
件
で
、

対
応
で
き
た
も
の
は
、

51
件
要
望
の
７
割
が
対

応
で
き
て
い
る
状
況
で

す
。
対
応
で
き
て
い
な

い
件
数
は
21
件
で
、
こ

の
う
ち
道
路
整
備
や
側

溝
整
備
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
約
７
割
を
占

め
て
め
て
お
り
、
通
学

路
の
安
全
を
最
優
先
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

運用開始間近の総合サポートセンター

質問事項
・総合サポートセンターについて
・各要望書等の進捗状況について
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６
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

毎
年
の
行
事
の
中
で
花
と
煉
瓦
の
ま
ち
を
象
徴
す
る

事
業
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

今
回
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画

フ
ラ
ワ
ー
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
継
続
は
？

折原　勝夫　議員

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン（
Ｄ
Ｃ
）と
は
、
地
域

と
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社

が
共
同
で
取
り
組
む
国

内
最
大
級
の
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
、
栃
木
県

で
開
催
さ
れ
る
の
は
、

19
年
ぶ
り
２
回
目
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
本

町
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６

社
の
広
告
宣
伝
や

県
・
町
に
よ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
・

Ｈ
Ｐ
・
新
聞
広
告
な
ど

の
情
報
発
信
に
よ
り
、

町
の
Ｐ
Ｒ
に
大
変
効
果

が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
野
木
フ
ラ
ワ

ー
カ
ー
ペ
ッ
ト
２
０
１

８
」に
は
、
３
日
間
で
、

約
４
万
６
千
人
の
お
客

様
に
お
越
し
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

恋
人
の
聖
地
は
、

プ
ロ
ポ
ー
ズ
に
ふ

さ
わ
し
い
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
ス
ポ
ッ
ト
の
こ
と

で
、
全
国
に
１
３
９
ヶ

所
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
恋
人

の
聖
地
を
活
性

化
す
る
た
め
に
、

他
の
聖
地
を
参

考
に
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う

か
？

　

例
え
ば
、
木

更
津
市
に「
中

の
島
大
橋
」と

い
う
恋
人
の
聖

地
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
橋
は
、

高
さ
27
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
が
２

３
６
メ
ー
ト
ル
の
日
本

一
高
い
、
赤
い
歩
道
橋

で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や

映
画
の
ロ
ケ
地
と
な
り
、

若
い
男
女
が
、
お
ん
ぶ

し
て
渡
る
と
恋
が
か
な

う
と
い
う「
赤
い
橋
の

伝
説
」が
生
れ
て
い
ま

す
。

　

活
性
化
の
ヒ
ン
ト
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

今
後
、
他
の
恋
人

の
聖
地
を
参
考
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

私
の
、
聖
地
活
性

化
策
を
提
案
と
し

て
、ま
ず
、係
留
し
た
町

の
熱
気
球
に
乗
っ
て
、

ハ
ー
ト
池
を
バ
ッ
ク
に

プ
ロ
ポ
ー
ズ
す
る「
地

上
30
メ
ー
ト
ル
の
次
に
、

嬬
恋
村
の
キ
ャ
ベ
ツ
畑

で
愛
を
叫
ぶ
は
、有
名
で

す
が
、こ
れ
を
模
し
て「
ハ

ー
ト
池
で
愛
を
叫
ぶ
！
」。

　

そ
し
て
、
結
婚
式
の

前
撮
り
の
ロ
ケ
地
と
し

て
聖
地
を
提
供
す
る
の

は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

レ
ン
ガ
窯
の
階
段
を

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

で
上
っ
て
振
り
返
る
姿
、

素
敵
だ
と
思
い
ま
せ
ん

か
？

大
変
素
晴
ら
し
い

提
案
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、

積
極
的
に
町
の
夢
を
乗

せ
て
い
け
る
よ
う
な
企

画
が
広
が
っ
て
い
く
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

DC企画で煉瓦窯前に描かれたフラワーカーペット

質問事項
・本町におけるＤＣ（デスティ
ネーションキャンペーン）の
成果と今後の活用について

・「恋人の聖地」登録について
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

現
在
ま
で
約
五
万
人
の
方
に
見
学
い
た
だ
い
て
い
る

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
後
の
煉
瓦
窯
の
入
場
者
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
の
か

針谷　武夫　議員

煉
瓦
窯
を
見
学
し

た
こ
と
の
な
い
町

民
の
た
め
に
、
町
有
バ

ス
等
を
活
用
し
て
積
極

的
に
足
を
運
ん
で
戴
く

よ
う
な
計
画
や
考
え
は

あ
る
の
か
伺
う
。

今
年
度
の
、
分
館

長
会
議
で
相
談
さ

せ
て
戴
き
来
年
度
事
業

と
し
て
、
計
画
し
て
戴

け
る
の
で
あ
れ
ば
、
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

教
育
の
拠
点
と
し

て
町
内
外
に
向
け

ど
の
よ
う
な
施
策
が
あ

る
の
か
伺
う
。

日
本
の
近
代
化
産

業
遺
産
の
歴
史
を

学
ぶ
上
で
大
変
貴
重
な

も
の
で
、
未
来
へ
残
そ

う
野
木
町
煉
瓦
窯
と
題

し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
製
作
し
、

県
内
全
て
の
小
学
校
及

び
古
河
市
の
小
学
校
へ

送
付
し
た
。

　

今
後
も
専
門
学
校
や

大
学
、
生
涯
学
習
の
分

野
で
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
学
習
機
会
の
創
出
に

努
め
る
。

保
全
、保
存
、後
世

の
継
承
に
向
け
た

計
画
は
あ
る
の
か
伺
う
。

来
年
度
町
内
の
文

化
財
や
文
化
的
資

産
に
対
す
る
保
存
利
活

用
の
基
本
計
画
を
２
年

間
ぐ
ら
い
か
け
、
策
定

し
て
い
き
野
木
町
煉
瓦

窯
の
将
来
へ
の
継
承
に

つ
き
、
対
応
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

継
承
す
る
た
め
野

木
町
独
自
の
教
育

は
、
や
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。町

内
小
学
三
年
生

が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど

も
活
用
し
な
が
ら
野
木

町
煉
瓦
窯
を
学
ん
で
お

り
、
今
後
も
こ
の
よ
う

な
学
習
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
に
よ
り
将
来
へ

の
教
育
的
な
継
承
と
い

う
も
の
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

熱
気
球
に
つ
い
て

今
後
の
活
用
方
法

の
考
え
は
あ
る
の
か
伺

う
。

イ
ベ
ン
ト
等
で
係

留
体
験
や
バ
ー
ナ

ー
体
験
を
実
施
し
、
気

軽
に
熱
気
球
に
親
し
ん

で
戴
き
、
今
後
も
町
外

で
の
活
動
範
囲
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

小
学
生
の
思
い
出
と
な

る
係
留
飛
行
体
験

を
実
施
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

卒
業
記
念
と
言
う

よ
う
な
形
の
話
も

ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、

学
校
と
よ
く
協
議
を
し

な
が
ら
工
夫
を
し
て
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

質問事項
・煉瓦窯について
・ホフマン館について
・熱気球について

歴史的・文化的資産の煉瓦窯
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６
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

し
っ
か
り
と
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
尽
き
る

住
民
訴
訟
を
減
ら
す
に
は

小杉　史朗　議員

　

通
常
、
民
事
分
野
で

の
訴
訟
は
、
双
方
の
話

し
合
い
で
合
意
に
至
ら

な
か
っ
た
場
合
に
発
生

す
る
。

　

こ
の
観
点
に
立
ち
、

質
疑
を
進
め
る
。

判
決
は
い
ず
れ
も

却
下
、
も
し
く
は

棄
却
だ
が
、
こ
の
違
い

は
何
か
。

却
下
と
は
、
請
求

の
中
身
を
検
討
す

る
こ
と
な
く
退
け
ら
れ

た
場
合
、
棄
却
と
は
、

内
容
を
検
討
し
た
が
、

請
求
の
理
由
が
な
い
と

し
て
退
け
ら
れ
た
場
合

を
指
す
。

　

ど
ち
ら
も
町
が
勝
訴

し
た
と
の
認
識
だ
。

本
日
ま
で
の
３
年

間
で
、
同
一
人
物

に
よ
る
訴
訟
が
５
件
発

生
し
、
こ
の
対
応
に
業

務
が
滞
り
、
費
用
が
か

さ
ん
で
い
る
。
ま
さ
に

非
常
事
態
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。

　

更
に
は
、
裁
判
の
結

果
が
結
果
だ
け
に
、
こ

の
方
の
「
訴
え
」
は
威

力
業
務
妨
害
に
相
当
す

る
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。

住
民
訴
訟
は
、
町

民
の
正
当
な
権
利

で
あ
り
、
威
力
業
務
妨

害
に
は
充
た
ら
な
い
。

少
な
く
と
も
、
権

利
の
濫
用
は
厳
に

慎
む
べ
き
だ
。

　

と
も
か
く
、
こ
の
状

況
か
ら
抜
け
出
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
の
為
に
は
、
川
上

で
の
血
の
通
っ
た
話
し

合
い
が
欠
か
せ
な
い
。

ま
ず
は
窓
口
対
応
に
工

夫
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

接
遇
研
修
等
で
学

習
し
て
い
る
が
、

あ
ら
た
め
て
再
徹
底
を

図
り
、
特
に
窓
口
対
応

の
重
要
性
を
職
員
に
浸

透
さ
せ
た
い
。

わ
が
町
と
同
規
模

の
地
方
自
治
体
の

住
民
訴
訟
の
発
生
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
省
の
統
計
資

料
に
よ
る
と
、
限

り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
。

一
連
の
訴
訟
に
よ

る
出
費
は
、
直
接

経
費
（
弁
護
士
費
用
に

限
定
）
だ
け
で
も
１
２

５
万
円
。
人
件
費
な
ど

の
間
接
経
費
を
ど
の
様

に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る

か
。

訴
訟
に
携
わ
っ
た

人
数
お
よ
び
時
間

に
時
給
を
乗
じ
る
と
数

十
万
円
程
度
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
余
波
が
ど

の
程
度
広
が
る
か
を
予

測
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。

確
か
に
人
件
費
の

積
算
に
は
難
し
い

面
が
あ
る
。

　

膨
ら
ま
そ
う
と
す
れ

ば
、
い
く
ら
で
も
膨
ら

ま
す
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず

れ
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

要
は
提
訴
さ
れ
な

い
よ
う
川
上
で
の

説
明
責
任
を
き
っ
ち
り

果
た
す
こ
と
が
大
事
と

心
得
る
。

細
心
の
注
意
を
払
っ
て

業
務
を
遂
行
し
た
い
。

質問事項

・わがまちの住民訴訟について
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

県
内
で
一
番
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で
あ
り
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す

町
が
目
指
す
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え
方
に
つ
い

て
伺
い
ま
す

坂口　進治　議員

自
立
す
る
ま
ち
づ

く
り
で
、
町
が
目

指
す
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
考
え
方
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
の
現
状
を
捉
え

て
み
る
と
、
駅
周

辺
区
画
整
備
事
業
、
民

間
業
者
に
よ
る
大
規
模

宅
地
造
成
事
業
を
経
て
、

中
心
市
街
地
が
形
づ
く

ら
れ
て
お
り
、
大
変
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
は
、
商

業
施
設
な
ど
も
駅
の
東

西
に
進
出
し
、
役
場
や

消
防
署
、
交
番
な
ど
の

行
政
機
関
に
つ
い
て
も
、

町
の
中
心
部
に
位
置
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
効

率
よ
く
配
置
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

河
川
の
氾
濫
に
つ

い
て
住
民
の
避
難

手
順
な
ど
を
定
め
た
行

動
計
画（
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
）を
作
成
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
町
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を

伺
い
ま
す
。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、

「
い
つ
」「
誰
が
」

「
何
を
す
る
か
」に
着
目

し
て
、
防
災
行
動
と
そ

の
実
施
主
体
を
時
系
列

で
整
理
し
た
計
画
で
、

防
災
行
動
計
画
と
も
言

い
ま
す
。
避
難
手
順
な

ど
の
行
動
計
画（
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
）は
、
地
域

防
災
計
画
の
中
で
定
め

て
お
り
ま
す
。

県
は
、
災
害
時
に

お
い
て
職
員
に
研

修
・
訓
練
を
行
っ
て
い

る
が
、
町
の
職
員
は
参

加
を
し
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

災
害
時
の
職
員
の

行
動
は
、
地
域
防

災
計
画
に
入
っ
て
お
り

応
急
対
策
で
定
め
て
い

ま
す
。

　

町
職
員
に
よ
る
防
災

訓
練
の
実
績
で
す
が
、

平
成
23
年
は
図
上
訓

練
・
平
成
24
年
は
避
難

所
の
訓
練
・
平
成
25
年

は
避
難
所
運
営
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
・
平

成
26
年
は
普
通
救
急
救

命
訓
練
・
平
成
27
年
は

県
と
の
合
同
訓
練
・
平

成
28
年
は
全
町
避
難
訓

練
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
10
月
に
は
、

テ
ー
マ
を
設
け
て
全
町

避
難
訓
練
を
予
定
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

質問事項
・自立するまちづくりの基本構想について
・タイムラインの作製について

水害に備えた救助訓練の様子
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６
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

今
後
も
引
き
続
き
野
木
町
を
愛
す
る
心
が
育
つ
事
業

に
取
り
組
み
、郷
土
愛
の
醸
成
に
努
め
て
い
き
た
い

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
基
づ
く
野
木
町
民
意
識

の
高
揚
と
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
い
て
伺
う

野本　新一　議員

こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、

郷
土
愛
の
観
点
か
ら
、

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
ど
の
よ
う
に
読
み

取
っ
て
い
く
の
か
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

郷
土
愛
の
醸
成
と

い
う
観
点
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
捉
え

て
み
ま
す
と
、
野
木
町

の
自
然
環
境
や
文
化
遺

産
の
保
存
活
用
が
上
位

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ら
に
愛
着
を
持
ち

誇
り
に
思
っ
て
く
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

定
住
意
向
に
つ
い
て

も
、
住
み
続
け
る
と
思

う
、
住
み
続
け
た
い
が

７
割
以
上
で
あ
り
、
第

８
次
野
木
町
総
合
計
画

の
後
期
計
画
を
策
定
す

る
上
で
分
析
を
重
ね
、

町
民
の
意
思
と
し
て
生

か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

明
治
22
年
以
来
、

わ
が
町
は
合
併
を

経
験
し
な
い
ま
ま
、
来

年
１
３
０
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。

　

町
民
意
識
の
高
揚
、

郷
土
愛
の
醸
成
へ
と
結

び
つ
く
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
、
野
木
町
民

の
日
を
制
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

栃
木
県
内
で
明
治

22
年
以
降
、
合
併

し
て
い
な
い
自
治
体
は

野
木
町
だ
け
で
あ
り
、

来
年
１
３
０
年
目
を
迎

え
る
こ
と
は
、
貴
重
な

ケ
ー
ス
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　

特
定
の
日
を
町
民
の

日
と
し
て
決
定
す
る
に

は
、
現
在
、
は
っ
き
り

こ
の
日
と
す
る
積
極
的

な
動
機
を
見
い
だ
せ
な

い
た
め
、
決
定
す
る
の

は
な
か
な
か
困
難
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

議
論
を
要
す
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
制
定
に
は
無
理
を

伴
う
と
判
断
し
て
お
り

ま
す
。野

木
町
史
に
よ
る

と
、
昭
和
34
年
１

月
28
日
、
野
木
村
議
会

に
お
い
て
現
状
維
持
を

決
議
。
そ
し
て
昭
和
34

年
３
月
14
日
、
県
新
市

町
村
建
設
促
進
審
議
会

に
お
い
て
野
木
を
合
併

計
画
か
ら
除
外
す
る
方

針
が
決
定
さ
れ
、
知
事

に
答
申
さ
れ
た
と
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
独
立

宣
言
を
し
た
に
等
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

考
え
ま
す
か
。

合
併
し
な
い
年
月

が
１
３
０
年
ず
っ

と
あ
る
と
い
う
認
識
を
、

ど
こ
か
の
芽
吹
き
と
し

て
町
民
に
根
ざ
す
と
い

う
こ
と
も
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
の
で
、
今
即

答
は
避
け
て
、
よ
く
熟

考
の
上
、
皆
様
に
お
諮

り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質問事項
・町民サービスについて
・郷土愛の醸成について

町
制
施
行
・
合
併
の
新
聞
記
事
（
野
木
町
史
抜
粋
）
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

樹
木
の
空
洞
化
な
ど
の
危
険
性
が
あ
る
の
で
や
む
な

く
伐
採
し
た

街
路
樹
の
伐
採
は
ど
の
よ
う
な
計
画
で
進
め
ら
れ
た

の
か

舘野　孝良　議員

こ
の
と
こ
ろ
街
路

樹
の
伐
採
が
す
す

ん
で
い
る
。
中
央
通
り

の
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
伐
採
は

ど
の
よ
う
な
計
画
に
基

づ
い
て
進
め
た
か
を
伺

う
。

街
路
樹
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
平
成

28
年
度
よ
り
、「
野
木

町
緑
の
再
生
計
画
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
、

問
題
点
や
改
善
点
を
審

議
し
て
き
た
が
、
町
内

全
体
の
計
画
を
立
て
直

さ
な
け
れ
ば
、
抜
本
的

な
解
決
に
は
至
ら
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
年

度
か
ら
「
野
木
町

緑
の
基
本
計
画
策

定
委
員
会
」
を
設

置
し
町
全
体
の
視

野
か
ら
検
討
し
た

い
。

　

中
央
通
り
の
ニ

セ
ア
カ
シ
ア
の
伐

採
に
つ
い
て
は
、

樹
木
の
空
洞
化
に
よ
る

倒
木
な
ど
、
通
行
者
に

も
危
険
で
緊
急
性
が
あ

る
の
で
、
や
む
な
く
伐

採
し
た
。

　

現
在
、
株
が
残
っ
て

い
る
の
も
あ
る
が
、
ゼ

ロ
予
算
で
や
っ
て
い
る

の
で
、
一
気
に
は
片
づ

け
ら
れ
な
い
。

「
町
の
木　

エ
ン

ジ
ュ
」
は
町
民
に

な
じ
め
な
か
っ
た
木
と

思
う
が
、
見
直
し
は
で

き
な
い
の
か
伺
う
。

「
緑
の
基
本
計
画

策
定
委
員
会
」
に

お
い
て
、
検
討
す
る
課

題
の
一
つ
と
し
て
取
り

上
げ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

昨
年
６
月
議
会
で

も
質
問
し
た
「
太

陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
関

す
る
条
例
」
に
つ
い
て

で
す
。

　

そ
の
後
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

条
例
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
調
査
検

討
し
た
上
で
、
制
定
に

向
か
っ
て
い
き
た
い
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
事
業
者
が
設
備
を

設
置
す
る
と
き
、
関
係

法
令
を
遵
守
し
、
担
当

窓
口
で
事
前
に
相
談
を

行
い
、
届
け
出
を
出
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
「
栃
木
県
太
陽
光

発
電
施
設
の
設
置
運
営

に
関
す
る
指
針
」
が
運

用
開
始
と
な
っ
た
の
で
、

町
と
し
て
は
、
県
の
指

導
指
針
と
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
取

り
組
み
た
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
に

つ
い
て
、
今
後
の

改
善
点
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

登
録
者
の
中
で
利

用
者
未
利
用
者
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
意
見
の
課
題
を

も
と
に
、
隣
接
地
と
の

相
互
乗
り
入
れ
や
、
土

日
へ
の
運
行
時
間
の
拡

大
等
を
検
討
し
、
さ
ら

に
使
い
勝
手
の
い
い
公

共
交
通
に
な
る
よ
う
成

長
さ
せ
た
い
。

質問事項
・水と緑と人の和で潤いのある
町について
・デマンド交通について

伐採された街路樹
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６
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
以
外
の
事
業
も
待
つ
姿
勢

で
は
な
く
地
域
に
出
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
相
談
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
重
視
の
支
援
構
築
を

宮﨑 美知子　議員

国
は
今
、
①
地
域

力
強
化
の
推
進
、

②
多
職
種
・
多
機
関
の

協
働
に
よ
る
包
括
的
支

援
体
制
の
構
築
を
求
め
、

挙
手
し
た
所
に
４
分
の

３
の
運
営
費(

人
件
費)

補
助
を
し
て
い
る
。

　

県
内
で
は
市
貝
町
と

栃
木
市
が
、
相
談
を
待

っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

探
し
出
し
・
掘
り
起
こ

す『
相
談
支
援
包
括
化

推
進
員
』を
採
用
、
又

は
民
間
委
託
し
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
の
体
制
構
築

を
進
め
て
い

る
。

　

両
市
町
と

も
、
相
談
に

来
ら
れ
な
い

よ
う
な
世
帯

を
行
政
が
積

極
的
に
探
し

出
す
こ
と

（
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
）を
推

進
の
核
と
位

置
づ
け
、
引

き
こ
も
り
や
虐
待
、
子

ど
も
の
貧
困
と
い
っ
た

複
雑
で
複
合
的
な
問
題

を
各
課
、
各
専
門
職
、

各
事
業
所
と
横
断
的
に

連
携
し
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
つ
な
げ
た
い

と
す
る
。

　

野
木
町
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
、
結
婚
・
出

産
か
ら
健
康
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
の
場
、

ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
と
幅

広
い
。
一
番
の
設
置
目

的
は
何
な
の
か
。

現
在
に
お
い
て
も

各
課
に
お
い
て
相

談
事
は
受
け
ら
れ
る
が
、

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い

か
も
わ
か
ら
な
い
町
民

が
多
く
い
る
。

　

そ
う
い
う
方
の
た
め

に
と
り
あ
え
ず
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
来
て
い

た
だ
け
れ
ば
何
の
相
談

で
も
乗
っ
て
い
た
だ
け

る
と
い
う
様
な
形
で
考

え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
消
極

的
な
こ
と
で
い
い

の
か
。
新
た
に
保
育
士

や
保
健
師
を
採
用
し
全

12
名
体
制
と
い
う
が
、

肝
心
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

は
ど
う
す
る
の
か
。
昨

年
度
は
３
人
、
今
年
度

は
４
人
体
制
の
準
備
室

で
町
民
の
中
に
ど
の
よ

う
な
困
り
ご
と
が
あ
る

の
か
実
態
調
査
は
し
た

の
か
。

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
実
施

し
て
い
る
。
そ
れ
以
外

は
、
地
域
の
民
生
委
員

が
情
報
把
握
し
支
援
に

つ
な
げ
て
い
く
形
で
あ

る
。

　
（
今
後
は
）待
つ
姿
勢

で
は
な
く
て
地
域
に
出

て
い
く
よ
う
な
形
で
考

え
ら
れ
な
い
か
部
会
等

に
お
い
て
検
討
し
て
い

る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

採
用
し
な
い
が
、
な
ぜ

か
。

部
会
の
中
で
は
話

題
に
な
っ
て
い
る
。

準
備
委
員
会
の
中
で
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。質問事項

・野木町総合サポートセンターについて
・独居世帯や高齢世帯の安全安心施策について
・子育て応援施策の充実について

総合サポートセンター平面図
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

多
く
の
町
民
が
、が
ん
検
診
を
受
診
で
き
る
よ
う
来
年

度
よ
り
新
制
度
を
検
討
し
ま
す

各
種
が
ん
検
診
費
用
の
自
己
負
担
無
料
化
を
求
め
た

い
が
如
何
か

松本　光司　議員

乳
が
ん
の
70
％
は

自
己
検
診
が
き
っ

か
け
で
発
見
で
き
る
た

め
、
検
診
啓
発
の
観
点

か
ら「
自
己
検
診
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
」を
全
戸

に
配
布
し
て
は
ど
う
か

伺
い
ま
す
。

早
期
発
見
に
役
立

つ
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
作
成
や
配
布
に

つ
い
て
調
査
検
討
し
ま

す
。

極
め
て
早
期
の
乳

が
ん
は
治
癒
率
が

ほ
ぼ
１
０
０
％
の
た

め
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
と
超
音
波
検
査
の
併

用
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
弱
点
が
補
え
る
の
で
、

各
々
の
検
査
費
用
自
己

負
担
の
無
料
化
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

共
に
無
料
化
は
、

課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

が
ん
は
、
が
ん
検

診
で
早
期
発
見
で

き
る
の
で
受
診
率
を
上

げ
る
た
め
、
各
種
検
診

費
用
自
己
負
担
の
無
料

化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

特
に
死
亡
率
の
高

い
肺
が
ん
、
大
腸

が
ん
の
検
診
費
用
の
無

料
化
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

そ
の
検
診
費
用
無

料
化
の
予
算
は
、

対
象
を
発
症
し
や
す
い

年
齢
に
引
き
上
げ
て
、

余
っ
た
予
算
を
胃
が
ん
、

乳
が
ん
検
診
費
用
の
無

料
化
に
も
対
応
で
き
な

い
か
伺
い
ま
す
。

多
く
の
町
民
が
が

ん
検
診
を
受
診
で

き
る
よ
う
議
員
の
提
案

を
参
考
に
、「
健
康
診
査

ア
ン
ケ
ー
ト
」の
調
査

結
果
も
踏
ま
え
、
来
年

度
に
向
け
て
制
度
を
構

築
し
ま
す
。

抗
が
ん
剤
治
療
の

副
作
用
に
よ
る
頭

髪
の
脱
毛
で
、
精
神
的

シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
い
外

見
の
悩
み
に
支
援
で
き

る
よ
う
、
高
額
な
医
療

用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費
用

の
一
部
助
成
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

今
後
、
調
査
研
究

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
先

が
職
員
室
な
ど
の

た
め
夜
間
の
学
校
開
放

な
ど
で
町
民
が
施
設
を

利
用
し
て
い
る
際
、校
舎

が
閉
ま
っ
て
い
る
と
緊

急
時
の
使
用
が
出
来
ま

せ
ん
。

　

設
置
場
所
は
、
体
育

館
に
移
設
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

実
際
に
使
え
る
場

所
へ
の
移
動
と
学

校
の
管
理
面
も
含
め
、

今
後
検
討
し
ま
す
。

質問事項
・健康タウンのぎ「がん対策」の強化について
・ＡＥＤの救命率の向上につながる救命体制
の構築について

乳がん検診のチェックリスト
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６
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

地
権
者
と
信
頼
関
係
を
継
続
し
な
が
ら
粘
り
強
く
今

後
も
交
渉
し
て
い
き
ま
す

開
通
の
遅
れ
て
い
る
宇
都
宮
線
西
側
側
道
の
早
期
開

通
の
た
め
に
は
ト
ッ
プ
が
出
る
べ
き
で
は
な
い
か

柿沼　守　議員

イ
ン
フ
ラ
整
備
で

野
木
町
の
道
路
行

政
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

①
宇
都
宮
線
西
側
側
道

の
開
通
の
遅
れ
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

こ
の
道
路
は
町
道

潤
島
63
号
線
で
、

Ｊ
Ｒ
の
第
一
閏
島
踏
切

か
ら
北
の
小
山
市
境
ま

で
を
結
ぶ
線
路
の
西
側

の
道
路
で
あ
り
、
直
線

延
長
で
７
３
０
ｍ
で
す
。

　

こ
の
区
間
の
う
ち
、

若
林
踏
切
か
ら
星

の
宮
踏
切
ま
で
の

１
９
０
ｍ
に
つ
い

て
、
一
部
未
相
続

地
が
あ
る
た
め
道

路
用
地
の
取
得
が

出
来
ず
、
道
路
整

備
が
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
町
で
は
、

今
後
も
地
権
者
と

の
交
渉
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

こ
の
未
開
通
の
区

間
は
、
都
市
整
備

課
で
４
年
以
上
大
変
な

努
力
、
苦
労
を
し
て
い

ま
す
。
ど
う
し
て
も
進

展
し
な
い
こ
の
状
況
を

打
開
す
る
に
は
、
最
後

の
手
段
と
し
て
、
大
変

お
こ
が
ま
し
い
こ
と
で

す
が
、
オ
ー
ル
野
木
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
町
長
の

出
番
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
町
長
如
何
で

す
か
。我

々
職
員
は
何
度

も
行
き
来
し
て
相

手
方
と
信
頼
関
係
を
築

い
て
き
て
い
ま
す
。
相

手
の
方
も
分
か
っ
た
と

言
う
こ
と
で
、
地
権
者

と
信
頼
関
係
を
継
続
し

な
が
ら
、
粘
り
強
く
今

後
も
交
渉
し
て
い
き
ま

す
。

町
道
が
傷
ん
で
窪

地
の
水
溜
ま
り
が

目
立
つ
が
、
町
の
道
路

行
政
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

大
型
車
の
通
行
量
、

地
盤
の
強
弱
、
舗

装
の
構
成
、
気
象
条
件

な
ど
や
、
経
年
劣
化
に

伴
っ
て
傷
ん
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
定
期
的
に
職

員
が
巡
回
し
、
道
路
の

状
況
を
確
認
し
て
、
小

規
模
な
窪
み
な
ど
は
、職

員
が
補
修
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
で
対
応
出
来
な

い
場
合
は
業
者
に
発
注

し
て
い
ま
す
。

電
柱
の
「
無
電
柱

化
推
進
計
画
」
が

国
土
交
通
省
か
ら
発
表

さ
れ
た
。
２
０
２
５
年

の
将
来
を
見
据
え
た
道

路
行
政
に「
無
電
柱
化
」

に
つ
い
て
の
考
え
と
計

画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

こ
の
無
電
柱
化
の

推
進
は
災
害
時
に

も
非
常
に
安
全
安
心
策

に
か
な
っ
て
お
り
、
町

と
し
て
も
実
施
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

質問事項
・インフラ整備について
・電柱の「無電柱化推進計画」に
ついて

宇都宮線側道の早期開通を

安全安心な「無電柱化計画」
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※質疑では、詳細な個別事項
を含む事項について問い質し、
総括質疑では、議案そのもの
に対する総合的な考え方など
を問うこととしています。

予算決算常任委員会運営方法
予算議案

（当初・補正）
決算議案

その他の
議 案 等

○質疑
○総括質疑
○採決

○委員長報告
○　　　
○討論
○採決

○委員長報告
○委員長質疑
○討論
○採決

○質疑

○採決

総務経済常任委員会

文教民生常任委員会

予算決算常任委員会
予算審議：4日
決算審議：3日

付　託 付　託

本会議

本会議

予算決算常任委員会が本格始動！
６月定例会の初日（６日）に議長を除く議員全員で構成する予算決算常任委員会を開催し、正副議長の選出、
および閉会後の委員会活動（閉会中の継続審査）について検討を行ないました。
予算や決算に関する議案は、これまで全員協議会で説明を受け、本会議で質疑を行なってきましたが、今
後は委員会で説明と質疑の両方を行ない、今まで以上に深くまで踏み込んだ議論（審議）ができるようになり
ました。
また、総務経済や文教民生の２常任委員会とは異なり、議長以外の全員が委員となることから、討論や総
括質疑を行ない、自由闊達な議論を充実しつつ、円滑な本会議の運営による本会議の時間短縮を図ることと
しました。

皆様の傍聴をお待ちしております
野木町議会では、町政に関わる重要な案件を慎重に審議すると共に、

町民の皆様に議論の内容をご理解いただけるよう、議案書をご覧になり
ながら傍聴いただいております。
議案審議や一般質問など、皆様の生活につながる重要な案件について

議論しておりますので、是非、傍聴にお越しください。
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特 集「政 務 活 動 費」
議会議員は本会議（定例会や臨時会）、委員会活動などの議会としての組織活動以外に、政
策研究や議案審議のために必要な情報収集などを議員個人が調査研究を行ないます。
これらの活動経費に対し、各議員は「政務活動費交付金」として町から助成を受けています。

政務活動費ってなぁに？

議員として町の事務や地方行政などについて調査研究（資料収集や視察）などに使用
する費用（経費）です。

経費は町から助成されるの？

つぎに示した経費については、年額 12万円を上限に、政務活動費交付金の対象とし
て助成されます。

調 査 研 修 費 ： 議員が行う研修会、講演会等の実施（共同開催を含む。）に要する経費
研　 修　 費 ： 企業や団体等が開催する研修会、講演会等への議員や議員が雇用する職員の参加に

要する経費
広 報・ 広 聴 費 ： 議員が行う活動の広報・広聴活動をするための経費
要請陳情等活動費 ： 議員が行う要請陳情活動、住民相談等を行なうための経費
会 議 費 ： ①議員が行う各種会議、住民相談会等を開催するための経費

②団体等が開催する意見交換会等各種会議に議員が参加するための経費
資 料 作 成 費 ： 議員が行う活動に必要な資料を作成するための経費
資 料 購 入 費 ： 議員が行う活動のために図書や資料等を購入または利用した経費
事 務 所 費 ： 議員が行う活動のための事務所の設置や管理のための経費
事 務 費 ： 議員が行う活動に係る事務に必要な経費
人 件 費 ： 議員が行う活動を補助する職員を雇用するための経費

助成される金額はどれ位？

１名あたり月額１万円（年額 12万円）を年度当初に一括交付されますが、充当金額
（実績額）が年額に満たない場合は、その差額を返納することとなります。

野木町議会議員政務活動費交付金実績一覧（平成29年度）
（単位：円）

調査研修費 研修費 広報・広聴費 資料作成費 資料購入費 事務費 計 交付金返納額
宮﨑美知子 1,600 76,646 35,754 114,000 6,000
眞瀬　薫正 99,600 21,245 120,845 ０
小杉　史朗 59,620 62,038 121,658 ０
舘野　孝良 99,600 25,224 124,824 ０
長澤　晴男 16,660 21,384 46,410 25,837 110,291 9,709
柿沼　　守 26,777 17,390 38,685 58,009 140,861 ０
坂口　進治 26,777 25,000 22,612 40,500 114,889 5,111
黒川　　広 129,600 129,600 ０
折原　勝夫 99,600 36,420 136,020 ０
野本　新一 27,220 47,470 9,040 48,024 131,754 ０
鈴木　孝昌 110,000 14,145 3,498 127,643 ０
松本　光司 141,660 141,660 ０
針谷　武夫 99,600 27,234 126,834 ０
小泉　良一 45,444 75,000 120,444 ０

※表内の合計額は交付金を充当した経費の実績で、充当していない経費を含みません。
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シリーズ　　「議会のおしごと」⑤

○議会の用語って難しい…　質疑と質問は何が違うの？

本会議でよく聞くことば

○これまで、議会の様々な活動内容について紹介してきましたが、議会の本会議で扱う用語には、
普段の生活で聞きなれないものや、似ているようで意味の異なるものがあります。
今回は本会議でよく聞くことばについて紹介します。

質　　疑

議案の説明を受けた後に、さらに詳細な内容を問う行為です。質疑の際に議員は、賛否など
の意思表示に関する発言はできません。また、野木町議会では、質疑に対する時間制限を設け、
１議案につき１人20分以内で質疑を行なうことと定めています。

質　　問

正式には「一般質問」といいます。
議案の審議とは別に、野木町の行政全般にわたり、事務（まちの仕事）のあり方や将来への方

針（展望）などについて問うもので、質問者は１時間を上限に質問と答弁（回答）のやりとりをし
ます。
質問と答弁は「一問一答」と呼ばれる手法を用い、ひとつの質問に対しその回答を求める方式

で行ないます。

討　　論

議案の採決を行う前に「賛成」・「反対」の意見を表明する行為で、単に議員の個人的見解を述
べるだけではなく、意見の異なる他の議員に同調を求める行為としての意味も持ち合わせます。
一般的に、議案は可決されることを前提に提出されるため、「反対討論」→「賛成討論」の順番

をくり返して行ないます。また、賛成と反対の討論は必ず同一人数で行なわれるとは限りませ
ん。

動　　議

議員から議会に対して提案される議題で、議決を要する案件のことです。
議事日程の変更や会期の延長、議案の修正や懲罰、議員辞職勧告などがこれにあたります。

専決処分

法律改正の公布日とこれを受けて改正する条例の施行
日までの期間が短い、災害などで急遽予算を補正しなけ
ればならないなど、急を要する議決案件が生じたものの、
議会の召集が間に合わないような場合には、町長が議会
に代わって処分（決定）する手続きのことです。
町長は直近議会で専決処分した案件を報告します。



（20）

各 議 案 に 対 す る 賛 否 （議長を除く）

（賛否の分かれた案件のみ記載しています。他の案件は全員賛成で可決されました。）

議　員

議案等

宮
﨑
美
知
子

眞
瀬　
薫
正

小
杉　
史
朗

舘
野　
孝
良

長
澤　
晴
男

柿
沼　
　
守

坂
口　
進
治

黒
川　
　
広

折
原　
勝
夫

野
本　
新
一

松
本　
光
司

針
谷　
武
夫

小
泉　
良
一

賛　
　
成

反　
　
対

採
決
結
果

平成３０年６月定例会

柿沼守議員に対する辞職勧告決議 × ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 1 可決

平成30年度野木町営墓地特別会計補正予算（第１号） × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 3 可決

※表内の○は賛成、×は反対、△は離席による採決不参加、−は除斥

主 な 議 会 ス ケ ジ ュ ー ル

　８月〜９月の活動予定　
8月 3日	 栃木県市町村トップセミナー
	 8日	 交通安全早朝街頭啓発活動
	 11日	「益子のひまわり祭り」オープニング

セレモニー
	 22日	 平成30年度野木町戦没者追悼式
	 	 議会運営委員会
	 25日	 かみのかわサンフラワー祭り
	 27日	 議会全員協議会
9月 4日	 交通安全早朝街頭啓発活動
	 5日	 平成30年第3回野木町議会定例会

（会期未定）

※活動予定は編集時現在の日程を
記載しておりますので、変更・
追加されることがあります。

　６月〜７月の活動記録　
６月 4日	 交通安全早朝街頭啓発活動
	 	 議会全員協議会
	 6日	 平成30年第2回野木町議会定例会

（〜 13日）
	 19日	 栃木県町村議会議長会議・研修会
	 26日	 関東町村議会議長会会長会議（〜 27日）
	 27日	 議会運営委員会
	 28日	 平成30年度新橋学区分館お楽しみ会
7月 2日	 交通安全早朝街頭啓発活動
	 	 平成30年度小山・野木・結城合同広島

平和記念式典中学生派遣団結団式
	 7日	 文教民生常任委員会（野木小学校視察）
	 8日	 平成30年度野木町消防団夏季点検
	 9日	 愛媛県内子町視察対応
	 12日	 議会全員協議会
	 	 総務経済常任委員会（企業視察等）
	 13日	 ひまわりフェスティバル啓発活動（東京駅）
	 27日	 第27回ひまわりフェスティバル（〜 29日）
	 28日	 第43回栃木県消防操法大会

＊ 編 集 後 記 ＊
７月９日、愛媛県内子町議会が、我が町の議
会だよりの編集について視察に来られました。
町民が見やすく分かりやすい表現に心がけ、
表紙デザインや記事のレイアウトに工夫してい
る本誌に対して高い評価をいただき、遠方から
編集作業のノウハウを学びたいとのことでの訪
問でした。
先方との意見交換では、町民モニター制度を
活用して編集に対するご意見を求めるなどの先
進的な取り組みをされているとのことで、我々
編集委員も今後の編集への取り組みに参考とな
る情報もいただけました。
今後も、町民の皆様に手にとってもらえ、読
みやすく、理解しやすい議会だよりとなるよう、
研鑽を深めて参りたいと思います。

議会だより編集委員　松本　光司

《編集発行　議会だより編集委員会》

委 員 長　折原　勝夫　　副委員長　野本　新一
委　　員　小杉　史朗　　委　　員　宮﨑美知子
委　　員　坂口　進治　　委　　員　松本　光司
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